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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

 
 
 
 
 

皐
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

本
日
は
皐
月
、
月
次
祭
に
皆
様

と
ご
一
緒
に
参
拝
さ
せ
て
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

四
月
二
十
六
・
二
十
七
日
は
誠
心

会
で
綾
部
に
て
献
労
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

献
労
を
さ
せ
て
頂
い
た
場
所
は

金
龍
海
の
各
島
々
で
ス
ギ
ナ
の
伐

採
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

ま
た
翌
日
は
、
み
ろ
く
大
祭
の

参
拝
者
の
方
に
綾
機
平
か
ら
綾
機

神
社
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
二
年

後
の
綾
機
神
社
が
実
際
に
建
造
さ

れ
る
位
置
ま
で
歩
け
る
よ
う
に
、

大
き
い
石
、
鉄
筋
の
切
れ
端
等
を

処
分
し
て
凹
凸
の
転
圧
を
施
し
ま

し
た
。 

五
月
三
日
、
名
古
屋
分
苑
皐
月
、

月
始
祭
を
終
え
て
亀
岡
へ
向
か
っ

て
出
発
し
ま
し
た
が
、
高
速
道
路

は
渋
滞
も
な
く
無
事
、
亀
岡
に
到

着
い
た
し
ま
し
た
。 

夕
拝
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
体
リ
ハ
ー
サ
ル
前
の

夕
食
は
頂
け
ま
し
た
。 

五
月
四
日
、
教
主
生
誕
祭
が
あ

り
、
午
後
か
ら
の
全
国
愛
善
歌
奉

納
大
会
で
は
参
加
チ
ー
ム
が
熱
唱

さ
れ
、
名
古
屋
分
苑
は
救
霊
を
奉

納
い
た
し
ま
し
た
。 

五
日
、
み
ろ
く
大
祭
祭
典
後
に

節
分
人
型
功
労
者
表
彰
が
あ
り
名

古
屋
分
苑
か
ら
二
十
五
年
表
彰
で

小
林
清
人
様
、
四
十
五
年
表
彰
で

石
原
松
生
様
が
そ
れ
ぞ
れ
教
主
さ

ま
よ
り
直
接
記
念
品
を
お
受
け
取

り
に
な
り
ま
し
た
。 

分
苑
へ
の
記
念
品
は
持
ち
帰
っ

て
い
ま
す
が
、
千
体
以
上
五
年
の

方
が
二
名
お
ら
れ
ま
す
。 

森 

明
人
様
と
川
地 

貴
子
様
で

す
。
挨
拶
の
終
了
後
に
表
彰
式
を

行
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

今
回
の
み
ろ
く
大
祭
青
年
部
奉

仕
団
の
中
に
、
堀
優
太
君
・
加
祥 

天
斗
君
の
顔
が
あ
り
会
場
の
解
体

整
理
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

穴
井
青
年
部
長
は
今
回
、
青
年

部
の
ご
奉
仕
者
が
多
く
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
祭
に
携
わ
っ
て
頂
い

た
方
達
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

今
月
二
十
五
日
に
は
、
東
海
教

区
、
青
松
会
錬
成
道
場
が
三
河
本

苑
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

六
月
は
二
十
二
日
に
教
本
二
級

認
定
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
既
に

東
海
教
区
に
は
案
内
を
発
信
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
以
前
受
講
さ
れ
た
方
で

も
二
月
の
教
本
三
級
講
習
会
に
三

名
の
方
達
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
締
め
切
り
は
六
月
十
五

日
で
す
。
受
講
さ
れ
る
方
は
講
話

実
習
と
し
て
五
分
間
の
ス
ピ
ー
チ

が
必
須
で
す
の
で
、
事
前
に
「
大

本
の
使
命
・
霊
界
の
実
在
・
信
仰

と
生
活
」
か
ら
選
択
し
て
講
話
の

準
備
を
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

み
ろ
く
大
祭
の
教
主
さ
ま
ご
挨

拶
の
な
か
で
愛
善
歌
悠
久
の
歌
詞

を
拝
読
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

御
教
に
眼
さ
む
る
ぞ
嬉
し
け
れ 

甦
り
ゆ
く
吾
が
身
お
も
へ
ば 

千
早
振
る
神
の
教
に
従
ひ
て 

 

愛
の
溢
る
る
神
国
へ
往
か
む 

皇
神
の
教
を
固
く
守
る
身
は 

 

昨
日
も
今
日
も
楽
し
か
り
け
り 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

 
 

五
月
三
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
一
名 

 

斎
主 

 
 

天
野 

 

芳
幸 

祭
員 

 
 

妹
尾 

 

正
治 

祭
員 

 
 

畠
山 

 
 

茂 

進
行 

 
 

日
比 

 

達
朗 

●
月
次
祭 

五
月
十
八
日
（
日
） 

 

参
拝
者 

 

三
十
三
名 

斎
主 

 
 

近
藤 

 

哲
史 

祭
員 

 
 

妹
尾 

 

正
治 

祭
員 

 
 

堀 
 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

日
比 

 

達
朗 

裏
方 

 
 

飯
田 

 

和
彦 

典
礼
長 

 

小
林 

 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

 

直
美 

伶
人 

 
 

佐
古 

 

美
鈴 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤 

恵
美
子 

進
行 

 
 

伊
藤 

久
仁
男 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

み
を
し
え 

ま
な
こ 

う
れ 

よ
み
が
へ 

を
し
え 

し
た
が 

み
く
に 

ゆ 

ゆ
う
き
ゅ
う 

す
め
か
み 

を
し
え 

き
の
う 

た
か
と 

ぶ 



令和 7年 6月号 

 
●
誠
心
会
活
動
報
告 

名
古
屋
分
苑
誠
心
会
は
四
月
二

十
六
日
・
二
十
七
日
（
土
日
）
の

両
日
、
綾
部
の
梅
松
苑
、
綾
機
平

に
於
い
て
献
労
作
業
を
行
っ
た
。 

初
日
は
金
龍
海
周
辺
の
清
掃
、

大
八
洲
神
社
、
沓
島
・
冠
島
神
社
、

塩
釜
神
社
の
お
宮
の
清
掃
、
草
刈

り
等
を
行
っ
た
。 

二
日
目
は
み
ろ
く
大
祭
時
の
綾

機
神
社
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
立
面
図
）

見
学
者
の
た
め
の
通
路
の
地
な
ら

し
、
障
害
物
の
撤
去
作
業
等
を
行

っ
た
。 

参
加
者 

 

高
嶋
善
雄 

日
比
達
朗 

小
鹿
正
光 

鈴
木
克
彦 

小
林
清
人 

畠
山
茂 

報
告 

●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

四
月
二
十
七
日
（
日
）
に
、
草

刈
献
労
を
伊
藤
久
仁
男
さ
ん
、
森

満
政
さ
ん
、
山
田
謙
三
の
三
名
で

朝
九
時
半
に
集
合
し
て
行
っ
た
。

春
の
爽
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、

大
変
楽
し
く
作
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。 

最
近
、
草
刈
り
を
さ
れ
た
よ
う

で
、
草
は
あ
ま
り
伸
び
て
お
ら
ず
、

少
し
伸
び
た
草
を
刈
る
程
度
で
楽

に
草
刈
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

松
の
剪
定
を
兼
ね
て
分
苑
松
の

採
集
を
行
っ
た
が
、
二
百
本
採
集

す
る
こ
と
が
で
き
、
一
回
分
の
松

の
賄
い
が
で
き
た
。
こ
の
時
期
、

松
の
新
芽
が
沢
山
出
て
お
り
、
こ

の
新
芽
が
良
い
枝
に
育
っ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
石
こ
ろ
が

沢
山
あ
り
、
石
の
か
た
づ
け
も
行

っ
た
。 

帰
り
は
海
津
の
山
々
の
木
々
の

新
緑
が
大
変
美
し
く
心
に
沁
み
わ

た
り
、
街
中
で
暮
ら
す
自
分
に
は

心
の
洗
濯
が
で
き
、
寿
命
が
伸
び

る
よ
う
な
爽
快
な
気
分
で
し
た
。 

行
事
予
定 

六
月
十
五
日
（
日
） 

 
 

 

月
次
祭 
午
前
十
時
半
よ
り 

六
月
二
十
二
日
（
日
） 

 

教
本
二
級
認
定
講
習
会 

六
月
二
十
八
・
二
十
九
日 

 

特
任
研
修
会
（
名
古
屋
分
苑
） 

七
月
五
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 
 
 
 
 
 
 

 

【
じ
い
じ
ん
家
（
ち
）
】 

 
 
 
 

 

 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

じ
い
じ
ん
家
（
ち
）
は
七
十
六

歳
の
夫
婦
と
十
五
歳
の
猫
（
名
前

は
メ
ー
）
の
三
人
暮
ら
し
（
二
人

と
一
匹
）
で
あ
る
。 

最
近
や
た
ら
と
メ
ー
が
う
る
さ

い
、
朝
一
番
の
ニ
ャ
ー
は
チ
ュ
ル

チ
ュ
ル
の
催
促
、
次
は
「
外
へ
出

し
て
く
れ
！
」
と
首
輪
の
催
促
だ
。 

紐
で
外
に
繫
い
で
十
分
も
し
な
い

内
に
「
家
へ
入
れ
ろ
！
」
今
度
は

「
お
や
つ
は
ま
だ
か
！
」
「
外
へ

出
た
い
！
」
ま
る
で
徘
徊
老
人
の

様
だ
。 

満
腹
中
枢
が
壊
れ
た
の
か
、
食

べ
過
ぎ
て
所
か
ま
わ
ず
ゲ
ツ
ゲ
ツ

し
て
い
る
が
暫
く
す
る
と
又
猫
な

で
声
で
ご
飯
を
ね
だ
っ
て
く
る
。 

ネ
ッ
ト
で
猫
年
齢
を
調
べ
て
み

た
ら
、
十
五
歳
は
人
間
の
七
十
六

歳
と
書
い
て
あ
る
『
お
ー
い
母
さ

ん
！
家
は
三
人
と
も
七
十
六
歳
だ

と
！
』 

近
頃
は
「
忘
れ
る
と
い
け
な
い

と
、
メ
モ
っ
た
用
紙
が
見
当
た
ら

な
い
」
「
さ
っ
き
ま
で
書
い
て
い

た
鉛
筆
は
何
処
へ
行
っ
た
？
」

「
こ
こ
へ
来
た
の
は
何
を
し
に
来

た
っ
け
？
」
「
携
帯
が
無
い
、
ち

ょ
と
電
話
を
か
け
て
く
れ
」
と
失

せ
物
探
し
の
毎
日
で
あ
る
。 

日
直
の
日
な
ん
か
は
、
車
の
前

ま
で
行
っ
て
「
ド
ア
が
開
か
な

い
？
カ
ギ
が
無
い
」
と
玄
関
ま
で

戻
り
『
ハ
ン
カ
チ
持
っ
た
？
』
と

聞
か
れ
靴
を
脱
い
で
部
屋
に
後
戻

り
、
『
も
う
！
子
供
よ
り
世
話
が

焼
け
る
ん
だ
か
ら
！
』
『
財
布

は
？
弁
当
は
？
携
帯
・
カ
バ
ン
・

祭
服
は
？
』
と
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。 

こ
れ
も
奥
さ
ん
の
愛
情
表
現
の

一
つ
と
受
け
止
め
ル
ン
ル
ン
気
分

で
分
苑
へ
車
を
走
ら
せ
る
。 

老
い
る
の
も
楽
し
い
も
ん
だ
、

毎
日
が
猫
の
世
話
に
追
わ
れ
、
探

し
物
で
右
往
左
往
、
そ
し
て
セ
リ

フ
が
聞
き
取
れ
な
い
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
時
間
を
つ
ぶ
し
、
猫
と
枕
を

並
べ
て
眠
り
に
つ
く
。 

じ
い
じ
ん
家
（
ち
）
は
ハ
ッ
ピ
ー

に
満
ち
溢
れ

て
い
る
。 

 

 


